
　
2022年３月期  第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2022年１月31日

上場会社名 スパークス・グループ株式会社 上場取引所  東

コード番号 8739 ＵＲＬ  https://www.sparx.jp

代表者 （役職名）代表取締役社長 グループＣＥＯ（氏名）阿部　修平

問合せ先責任者 （役職名）
グループ常務執行役員 

グループＣＦＯ
（氏名）峰松　洋志 ＴＥＬ  03-6711-9100

四半期報告書提出予定日 2022年２月10日 配当支払開始予定日－

四半期決算補足説明資料作成の有無：有 　2022年１月31日に当社ウェブサイトに掲載する予定です。

四半期決算説明会開催の有無      ：有
　決算補足資料を開示した後、当社ウェブサイト上で映像配信の形で決算説明

させていただく予定です。

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 10,602 3.4 4,891 11.6 4,751 8.3 3,684 40.8

2021年３月期第３四半期 10,253 7.5 4,382 28.3 4,386 34.8 2,616 27.5

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 3,317百万円 ( △17.3％） 2021年３月期第３四半期 4,012百万円（76.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 18.43 －

2021年３月期第３四半期 13.09 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 36,809 24,058 65.4 120.64

2021年３月期 37,986 23,276 61.3 116.47

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 24,058百万円 2021年３月期 23,276百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 11.00 11.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 12.00 12.00

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等 
を適用し、当該基準等に基づき収益を認識しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

2022年３月期の配当予想につきましては、本日（2022年１月31日）公表いたしました「2022年３月期 配当予想の修正に

関するお知らせ」をご参照ください。

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

当社グループの主たる事業である投信投資顧問業は、業績が経済情勢や相場環境によって大きな影響を受ける状況にある

ため将来の業績予想は難しいと認識しております。

なお、当社グループの重要な経営指標の一つである運用資産残高につきましては、原則として毎月月初５営業日以内に、

前月末速報値を別途開示しておりますのでご参照ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 209,577,400株 2021年３月期 209,577,400株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 10,166,110株 2021年３月期 9,737,210株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 199,877,582株 2021年３月期３Ｑ 199,840,190株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

(注)　期末自己株式数には、株式付与ＥＳＯＰ信託口の所有する当社株式を含めております（2022年３月期３Ｑ 
2,466,900株、2021年３月期 3,000,000株)。また、期中平均株式数の計算においては、株式付与ＥＳＯＰ信託口の所有す
る当社株式を控除する自己株式に含めております(2022年３月期３Ｑ 2,494,040株、2021年３月期３Ｑ 3,000,000株）。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期の日本株式市場は、米国の雇用統計の改善とバイデン大統領による500億ドル規模の半導体生産支

援策などによる米国市場の上昇を受け、小幅な上昇で始まった後、米国の長期金利や米国株市場の先行きに警戒

感が高まり下落基調となりました。その後世界的な景気回復期待や国内企業の好調な決算、国内での新型コロナ

ワクチン接種の進展期待に伴い上昇する場面もあったものの上値が限定的となっていましたが、９月に菅自民

党総裁が次の自民党総裁選不出馬の表明を受け、閉塞感の強かった政局の変化が好感され９月中旬には日経平均

株価は３万円台を回復いたしました。しかしながら、中国の大手不動産開発企業の信用不安から株式市場の警戒

感が高まり下落、その後は衆議院議員選挙で与党が大方の予想よりも議席を多く獲得したことなどでの上昇、南

アフリカで感染力の強い新型コロナウイルスの変異種（オミクロン株）が確認されたことで感染拡大への懸念が

高まり経済活動再開への期待が後退したことなどにより日経平均株価は急落するなど一進一退を繰り返しまし

た。当第３四半期末にかけて上昇したものの、日経平均株価は前期末に比べ1.3％下落し28,791.71円で取引を終

えました。

　このような市場環境のもと、当社グループの当第３四半期末運用資産残高は、１兆6,506億円（注１）と前期末

に比して7.5％増となりました。

　上記の結果、当第３四半期における残高報酬（注２）は前年同期比17.8％増の93億87百万円となりました。ま

た、成功報酬（注３）は、前年同期比51.8％減の10億36百万円となり、営業収益は前年同期比3.4％増の106億２

百万円となりました。

　営業費用及び一般管理費に関しては、前年同期比2.7％減の57億11百万円となりました。これは、主に人員の増

加により人件費が増加したものの、オフィス関連費用の減少等により費用が減少したことによるものです。

　この結果、営業利益は前年同期比11.6％増の48億91百万円、経常利益は前年同期比8.3％増の47億51百万円とな

りました。また、当社が保有する投資有価証券の一部売却による投資有価証券売却益635百万円を特別利益に計上

し、法人税等を計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比40.8％増の36億84百万円となり

ました。

　なお、事業の持続的かつ安定的な基盤となる収益力を示す指標である基礎収益（注４）は前年同期比46.2％増

の45億97百万円（前年同期は31億43百万円）となりました。

（注１）当第３四半期末（2021年12月末）運用資産残高は速報値であります。

（注２）残高報酬には、日本再生可能エネルギー投資戦略に関連する発電所等の管理報酬を含んでおります。

（注３）成功報酬には、株式運用から発生する報酬の他、日本不動産投資戦略に関連する不動産購入・売却に対して当社グループがフ

ァンドから受ける一時的な報酬や、日本再生可能エネルギー投資戦略に関連する発電所スキームの組成の対価等として受ける

一時的な報酬（アクイジションフィー）を含んでおります。

（注４）基礎収益とは、経常的に発生する残高報酬（手数料控除後）の金額から経常的経費を差し引いた金額であり、当社グループの

最も重要な指標のひとつであります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金・預金 19,935 15,407

前払費用 220 245

短期貸付金 － 100

未収入金 1,209 3,061

未収還付法人税等 1 270

未収委託者報酬 1,048 1,713

未収投資顧問料 903 997

預け金 202 202

その他 20 47

流動資産計 23,541 22,046

固定資産

有形固定資産 878 823

無形固定資産 15 9

投資その他の資産

投資有価証券 11,948 12,541

長期貸付金 1,010 910

差入保証金 91 73

長期前払費用 64 64

退職給付に係る資産 6 －

繰延税金資産 432 340

投資その他の資産合計 13,552 13,929

固定資産計 14,445 14,763

資産合計 37,986 36,809

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 2,000 2,000

１年内返済予定の長期借入金 5,000 －

未払手数料 307 503

未払金 1,436 523

未払法人税等 1,905 97

預り金 159 56

賞与引当金 － 736

株式給付引当金 114 50

長期インセンティブ引当金 75 18

その他 366 420

流動負債計 11,363 4,406

固定負債

長期借入金 2,000 7,000

退職給付に係る負債 － 11

株式給付引当金 364 428

長期インセンティブ引当金 145 149

繰延税金負債 669 514

その他 168 239

固定負債計 3,347 8,343

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金 0 0

特別法上の準備金合計 0 0

負債合計 14,710 12,750

純資産の部

株主資本

資本金 8,587 8,587

資本剰余金 2,555 2,555

利益剰余金 13,116 14,401

自己株式 △3,549 △3,685

株主資本合計 20,709 21,858

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,516 1,131

為替換算調整勘定 1,048 1,066

退職給付に係る調整累計額 1 1

その他の包括利益累計額合計 2,566 2,200

非支配株主持分 0 0

純資産合計 23,276 24,058

負債・純資産合計 37,986 36,809
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

営業収益

委託者報酬 3,849 4,587

投資顧問料 5,146 5,411

その他営業収益 1,257 604

営業収益計 10,253 10,602

営業費用及び一般管理費 5,870 5,711

営業利益 4,382 4,891

営業外収益

受取配当金 4 4

受取利息 14 15

投資事業組合運用益 125 －

為替差益 － 31

補助金収入 － 18

雑収入 17 12

営業外収益計 161 83

営業外費用

支払利息 48 49

為替差損 70 －

支払手数料 1 2

投資事業組合運用損 － 66

持分法による投資損失 27 98

雑損失 9 5

営業外費用計 157 223

経常利益 4,386 4,751

特別利益

投資有価証券売却益 － 635

特別利益計 － 635

税金等調整前四半期純利益 4,386 5,387

法人税、住民税及び事業税 1,815 1,598

法人税等調整額 △45 104

法人税等合計 1,770 1,703

四半期純利益 2,616 3,684

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,616 3,684

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 2,616 3,684

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,355 △384

為替換算調整勘定 40 18

退職給付に係る調整額 0 △0

その他の包括利益合計 1,396 △366

四半期包括利益 4,012 3,317

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,012 3,317

非支配株主に係る四半期包括利益 0 －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の変動に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を

第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、成功報酬のうち、再

生可能エネルギー発電所組成の対価等として受ける一時的な報酬（アクイジションフィー）について、従来、発電所

の総事業費に一定の料率を乗じて計算した金額を「匿名組合出資実行時」及び「最終融資実行時」にそれぞれ収益と

して認識しておりましたが、再生可能エネルギー発電事業を行う合同会社との契約に基づき、「匿名組合出資に要す

る支援」及び「融資実行に要する支援」を履行義務と認識し、匿名組合出資及び融資の完了時に履行義務を充足した

と判断し、当該資金調達の都度、資金調達額に一定の料率を乗じて計算した金額を収益として認識する方法に変更し

ております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計

期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基

準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべて

の収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き

(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約

変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期間の期首の利益

剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ80

百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は168百万円減少しております。さらに、「四半期財務諸

表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第

３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会

計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。この変更による当第３四半期連結財務諸表への影響はあ

りません。
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（追加情報）

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱いの適用）

　当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設され

たグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目につい

ては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39

号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規

定に基づいております。

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定につい

て重要な変更はありません。
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